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過去数十年の間に、世界中で人々の健康、教育、福祉の改善の面で大きな進歩を遂げた。しかしながら、こ

の発展には環境の破壊、気候変動、資源の枯渇を招き、同時に社会的、文化的に大きな課題を生んだ。そこ

で 2015年に世界の国々が集まり、国連の場で 17の SDGs（持続可能な開発目標）を定め、それらを 2030年

までに達成することに合意した。 

建築は、その 17 の SDGs の一つ一つと関連し、建築家はその目標の達成に向けて貢献することができる。

すなわち、我々は建築家として、より良い建築、団地、ランドスケープ、そして都市計画を実践することに

よって、建築環境を通して世界をより良いものに変革する選択を勧める社会的責任がある。 

 そこで我々は、世界中の建築家に呼びかけ、以下の SDGs を達成するために、自身の仕事でその行動を起

こすとともに、市民社会のリーダーとしての仕事と言動を形作るように訴えるものである： 

1.  貧困をなくそう：建築家は、安全で、健康でレジリエントであるとともに、ローコストな住宅や仕組みをデザインする

ことによって、貧困を改善させる方法を探ることができる。 

2.  飢餓をゼロに：建築家は、計画、ランドスケープ及び建築デザインを通して、エコ・システムを守り、食糧生産のた

めの地域を保全することができる。 

3. すべての人に健康と福祉を：建築家は、人々が伝染病や汚染に暴露されることを減じ、昼光を利用し、良好な音響や空

気を確保し、人々の行動の健康なレベルを広めるように、デザイン、計画することができる。 

4. 質の高い教育をみんなに：建築家は、アフォーダブルで誰でも使える教育施設をデザインすることができる。 

5. ジェンダーの平等を実現しよう：建築家は、性差に拘わらず、あらゆる市民に開かれた建築、まち、都市域を形成する

とともに、デザインや建設産業におけるジェンダーの平等な状況を広めることができる。 

6. 安全な水とトイレを世界中に：建築家は、水の無駄遣いや過剰な排水を回避し、淡水の帯水層や水域に塩水の侵入を減

じることができる 

7. 安全で安価なエネルギーをみんなに：建築家は、エネルギー消費を削減し、コストが見合う所では、地理的、気象的、

文化的条件に応じて再生可能なエネルギーを作り出せるように、建築やまちをデザインすることができる。 

8. 働きがいも経済成長も：建築家は、建築材料が安全でクリーンな環境で生産されているか否かを確認でき、建設敷地や

解体現場における安全な状況を確保するように仕事することができる。 

9. 産業と革新の基盤をつくろう：建築家は、汚染、エネルギー消費、廃棄物を減らし、安全で、健康で、コストのかから

ないサービス、製品、システムを活用することができる。 

10. 人や国の不平等をなくそう：建築家は、社会的責任があり、誰でもが参加でき、全ての人々のニーズを満たすようなデ

ザインおよび計画の進め方を広めることができる。 

11. 住み続けられるまちづくりを：建築家は、社会の弱者層に特別な注意を払いながら、都市をより包括的、安全、レジリ

エントにし、予期される気候変動に対する対策を広めることができる。 

12. つくる責任、つかう責任：建築家は、可能な所ではどこでもリサイクル材料を積極的に活用し、建築部材や材料の冗長

性と持続可能なライフサイクルのためのデザインを模索することができる。 

13. 気候変動に具体的な対策を：建築家は、自らデザインする建築の建設および使用に伴う気候変動物質の排出を削減あ

るいは停止するとともに、そのデザインを予期される気候変動に対応する行動に移ることができる。 

14. 海の豊かさを守ろう：建築家は、水域に廃棄物や汚染物質による有害な影響を減ずるあらゆるステップを辿りながら、

海岸地域や繊細な水域エコ・システム域内にある建築やまちに対して、細心の注意を図ることができる。 

15. 陸の豊かさを守ろう：建築家は、都市のスプロールを最小化し、それによって生物多様性に対する危機を減ずる都市

開発の普及を図ることができる。すなわち、建物やまちのデザインにランドスケープを取り込み、生き物をもたらし、よ

り大きなエコ・システムと連携することができる。 

16. 平和と公正をすべての人に：建築家は、彼等のプロジェクトのポリシーとして、腐敗や贈収賄や、不公正な労働環境

の機会を減ずるよう訴えることができる。 

17. パートナーシップで目標を達成しよう：建築家は、SDGsを達成しようとする人々と共同することができる。こうした共

同によって、我々は豊かで持続可能な未来を実現することができる。 

 

 

 

 

 

UIA SDGs 委員会共同議長 

UIA 会長              IAB 会長             ARCASIA 会長 


